
附 属 明 細 書
\ 固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第83 特定の償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減損損失の明細

（単位：千円）

資 産 の 種 類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却累計額 減損損失累計額 差引当期末

残高 摘要
当期償却額 当期損益内 当期損益外

有形固定資産（特定償
却資産）

建 物 35¶867¶481 2¶403¶786 27¶297 38¶243¶970 10¶215¶045 1¶687¶647 ` ` 5¶881 28¶028¶924

構 築 物 2¶118¶843 21¶643 1¶286 2¶139¶200 1¶326¶501 101¶211 ` ` ` 812¶698

工 具 器 具 備 品 1¶150¶741 171¶746 19¶495 1¶302¶992 793¶804 154¶238 ` ` ` 509¶187

Õ．減損会計関係
１．減損の認識
当事業年度において、以下の資産について減損処理いたしました。

\ 減損を認識した資産
（単位：千円）

用 途 種 類 場 所 帳簿価額 備 考

福利厚生施設 建物 熊本市黒髪２`39`１

南地区福利施設

5¶881

合 計 5¶881

] 減損の認識に至った経緯
・南地区福利施設
対象資産の南地区福利施設は、平成２年に増築された鉄骨平屋建であるが、狭隘のため使用
中の生活協同組合からの寄附による現地での建て替えの提案があり受け入れたものです。この
ため、取り壊しが決定した部分の福利施設について減損を認識しました。

^ 減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産毎の内訳
（単位：千円）

場 所 種 類 減 損 額 うち損益計算書に計
上した金額

うち損益計算書に計
上していない金額

学務部 建物 5¶881 ` 5¶881

_ 回収可能サービス価額の算定方法等
資産の使用実績が著しく低下していることにより減損を認識しているため、回収可能サービ
ス価額として使用価値相当額を採用しております。
使用価値相当額については、当該資産の帳簿価額に、当該資産につき使用が想定されていな
い部分（使用しないという決定を行った部分を含む。）以外の部分の割合を乗じて算出した価額
を用いております。

２．減損の兆候
当事業年度において、以下の資産について減損の兆候が認められました。

\ 減損の兆候が認められた資産
（単位：千円）

用 途 種 類 場 所 帳簿価額 備 考

ボイラ室 建物 熊本市黒髪２`39`１
南地区ボイラ室

1¶867

ボイラ室 建物 熊本市本荘２`２`１
医学部ボイラ室

7¶250

合 計 9¶117

~ 上記帳簿価額は平成21年３月31日時点の帳簿価額です。
] 認められた減損の兆候の概要
ボイラ室については、エアコンへの切り替えにより使用が停止されており、使用実績が取得
時に比べ著しく低下しているため、減損の兆候を認めております。

^ 減損を認識しない根拠
南地区ボイラ室については、埋蔵文化財調査室として使用予定が決定しているため、医学部
ボイラ室については、学生の課外活動施設として使用予定が決定しているため、減損を認識し
ておりません。
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Ô．損益計算書関係
附属病院における承継診療機器等に係る資産見返勘定戻入額
附属病院において法人設立時に国から承継された診療機器等に係る資産見返物品受贈額に対する
資産見返物品受贈額戻入額は、36¶746千円です。

Ö．重要な債務負担行為
１．ＰＦＩ事業名「熊本大学（本荘）発生医学研究センター施設整備事業」
契約金額 2¶275¶061千円 次期以降の支払額 1¶582¶442千円

２．ＰＦＩ事業名「熊本大学（黒髪南）工学部他校舎改修施設整備等事業」
契約金額 5¶055¶460千円 次期以降の支払額 3¶789¶533千円

３．熊本大学医学部附属病院東病棟新営工事
契約金額 7¶521¶150千円 次期以降の支払額 4¶257¶750千円

×．重要な後発事象
該当事項はありません。

Ø．その他
財務諸表は、千円未満を切り捨てて表示しています。
ただし、利益処分に関する書類（案）は、円単位で表示しています。
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